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所有接尾辞（1）
（「フィンランド語入門」の確認）

●所有接尾辞とは所有者「…の」を表す印で、

語の最後につく。

●たとえば、-niという所有接尾辞は「私の」

という意味。

●したがって、kissaniで「私のネコ」という

意味になる。



所有接尾辞（2）
（「フィンランド語入門」の確認）

●所有接尾辞は6つある（3人称単数と複数は同

じ形なので、実際には5つ）。

kissani 私のネコ kissamme 私たちのネコ

kissasi 君のネコ kissanne 君たちのネコ

kissansa 彼/彼女のネコ kissansa 彼らのネコ



所有接尾辞（3）
（「フィンランド語入門」の確認）

●名詞に人称代名詞の属格がついたとき。

minun kissani 私のネコ

sinun kissasi 君のネコ

hänen kissansa 彼/彼女のネコ

meidän kissamme 私たちのネコ

teidän kissanne 君たちのネコ

heidän kissansa 彼らのネコ



所有接尾辞（4）
（「フィンランド語入門」の確認）

Mikä sinun nimesi on?

(Mikä sinun nimi on? /Mikä nimesi on?)

あなたの名前は何ですか。

―Minun nimeni on Tookai.

(Minun nimi on Tookai./Nimeni on Tookai.)

私の名前は東海です。



格変化と所有接尾辞（1）

●格変化した名詞にも所有接尾辞はつくが、順番は「格語尾 + 

所有接尾辞」となる。

talo「家」 >  taloni「私の家」

talossa「家の中で」 >  talossani「私の家の中で」

●所有接尾辞の前で格語尾の最後の子音は消える。子音で終わ

る格語尾は属格、入格、複数主格

talon「家の」 > talon-ni > taloni「私の家の」

taloon「家の中へ」 > taloon-ni > talooni「私の家の中へ」

talot「家々」 > talot-ni > taloni「私の家々」

＊結果的に単数主格、属格、複数主格は同じ形になる。



格変化と所有接尾辞（2）

●単語の主格に3人称の所有接尾辞をつける場合には、必ず -nsa/

-nsä を使う。また、子音で終わる格語尾の後ろでも -nsa/-nsä 

を使う。

talo > hänen talonsa 彼の家

talon > hänen talonsa 彼の家の

taloon > hänen taloonsa 彼の家の中へ

●しかし、母音で終わる格語尾の後ろでは、3人称の所有接尾辞

は「母音を伸ばして-n」とするのがふつう。

talossa > hänen talossaan (talossansa) 彼の家の中で

talosta > hänen talostaan (talostansa) 彼の家の中から



格変化と所有接尾辞（3）

●変格の語尾 -ksiは所有接尾辞がつくと -kse-となる。

taloksi > talokseni 私の家に（なる）

●kpt交替のある語では、所有接尾辞の直前では強形になる。

paita「シャツ」

>   paidan「シャツの」

>   minun paidan + ni（所有接尾辞 -niをつける）

>   minun paidani（格語尾の最後の子音 -n は消える）

>   minun paitani（所有接尾辞の直前で d は強形の t になる）

「私のシャツの」



動名詞（1）
●動名詞の印は -minenだが、動詞の語幹につければよい。タイプ1で

kpt交替のある語では強形を使う。
①puhua > puhu- > puhuminen「話すこと」

lukea > luke- > lukeminen「読むこと」
②syödä > syö- > syöminen「食べること」
③tulla > tule- > tuleminen「来ること」

ajatella > ajattele- > ajatteleminen「考えること」
④siivota > siivoa- > siivoaminen「掃除すること」

tavata > tapaa- > tapaaminen「会うこと」
⑤valita > valitse- > valitseminen「選ぶこと」
⑥vanheta > vanhene- > vanheneminen「古くなること」

kyetä > kykene- > kykeneminen「できること」



動名詞（2）

●動名詞は名詞なので、必要に応じて格変化する。

Opiskeleminen on tylsää.   勉強することは退屈だ。

Opiskelemisen tarkoitus on vahvistaa tietojasi.

勉強することの目的はあなたの知識を強化することだ。

Minä pidän (tykkään)  opiskelemisesta.    私は勉強することが好きだ。

［pitää や tykätä「好きだ」は出格を要求する］

Kyllästyn opiskelemiseen. 私は勉強することに飽きる。

［kyllästyä「飽きる」は入格を要求する］
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